第２号様式（第５条関係）

みらい農業サポート事業計画書

１　目的　　農畜産物の生産性や品質の向上、収量増、生産安定、防疫対策等を図るため、スマート機能を有する農業機械、農業用施設等の整備を行う。
２　事業の内容
	導入予定スマート機能の
対象リスト記載
	有　       　無
「無」の場合、同等と考えられる対象リスト情報を下記に記載してください。

	導入予定スマート機能いずれかに☑
	□スマート農業技術
カタログ
	カタログ種類及びNo.
	耕種　  畜産     No.

	
	
	技術名・機械名
	　

	
	□農業用ドローン
カタログ機体編
	企業名
	　

	事業量
	　

	事業費
	円（消費税及び地方消費税の額を含む。）

	事業着手予定年月日
	　

	事業完了予定年月日
	　


３　事業の必要性
	作業内容
	　
	作業時期
	　

	期待する効果
	　

	　
	効果の指標
	導入前（A）
	導入後（B）
	率（（B-A）/A×100）

	①～③のうち、最低1項目を記入
	①10a当たりの作業時間（時間/面積）
	　
	　
	％　

	
	[bookmark: _GoBack]②10a当たりの収穫量（ｋｇ/面積）
	　
	　
	％　

	
	③その他の指標
（任意）
	　
	　
	％　



